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【手続補正書】
【提出日】平成21年10月30日(2009.10.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のサブキャリアが含まれたシステム帯域のうちの少なくとも一部の部分帯域におい
て、一定間隔で離散的に選択したサブキャリアに、パイロット信号をマッピングするマッ
ピング部と、
　前記マッピング部においてマッピングしたパイロット信号を送信する送信部と
　を備え、
　前記マッピング部は、基地局装置から指定された周波数および帯域幅に応じて、部分帯
域を設定することを特徴とする移動局。
【請求項２】
　前記マッピング部は、周波数ホッピング方式によりパイロット信号をマッピングするこ
とを特徴とする請求項１に記載の移動局。
【請求項３】
　前記送信部は、パイロット信号に対して送信電力制御を実行することを特徴とする請求
項１または２に記載の移動局。
【請求項４】
　前記送信部は、パイロット信号の帯域幅に応じて送信電力制御を実行することを特徴と
する請求項３に記載の移動局。
【請求項５】
　複数のサブキャリアが含まれたシステム帯域のうちの少なくとも一部の部分帯域におい
て、一定間隔で離散的に選択したサブキャリアに、パイロット信号をマッピングするステ
ップと、
　マッピングしたパイロット信号を送信するステップと
　を備え、
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　前記マッピングするステップは、基地局装置から指定された周波数および帯域幅に応じ
て、部分帯域を設定することを特徴とする送信方法。
【請求項６】
　前記マッピングするステップは、周波数ホッピング方式によりパイロット信号をマッピ
ングすることを特徴とする請求項５に記載の送信方法。
【請求項７】
　前記送信するステップは、パイロット信号に対して送信電力制御を実行することを特徴
とする請求項５または６に記載の送信方法。
【請求項８】
　前記送信するステップは、パイロット信号の帯域幅に応じて送信電力制御を実行するこ
とを特徴とする請求項７に記載の送信方法。
【請求項９】
　複数のサブキャリアが含まれたシステム帯域のうちの少なくとも一部の部分帯域におい
て、一定間隔で離散的に選択したサブキャリアにパイロット信号をマッピングし、当該パ
イロット信号を送信する移動局と、
　前記移動局からのパイロット信号を受信する基地局と
　を備え、
　前記移動局は、前記基地局装置から指定された周波数および帯域幅に応じて、部分帯域
を設定することを特徴とする移動通信システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】移動局、送信方法及び移動通信システム
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　本移動局は、
　複数のサブキャリアが含まれたシステム帯域のうちの少なくとも一部の部分帯域におい
て、一定間隔で離散的に選択したサブキャリアに、パイロット信号をマッピングするマッ
ピング部と、
　前記マッピング部においてマッピングしたパイロット信号を送信する送信部と
　を備え、
　前記マッピング部は、基地局装置から指定された周波数および帯域幅に応じて、部分帯
域を設定する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
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　本送信方法は、
　複数のサブキャリアが含まれたシステム帯域のうちの少なくとも一部の部分帯域におい
て、一定間隔で離散的に選択したサブキャリアに、パイロット信号をマッピングするステ
ップと、
　マッピングしたパイロット信号を送信するステップと
　を備え、
　前記マッピングするステップは、基地局装置から指定された周波数および帯域幅に応じ
て、部分帯域を設定する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　本移動通信システムは、
　複数のサブキャリアが含まれたシステム帯域のうちの少なくとも一部の部分帯域におい
て、一定間隔で離散的に選択したサブキャリアにパイロット信号をマッピングし、当該パ
イロット信号を送信する移動局と、
　前記移動局からのパイロット信号を受信する基地局と
　を備え、
　前記移動局は、前記基地局装置から指定された周波数および帯域幅に応じて、部分帯域
を設定する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】削除
【補正の内容】
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